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【背 景】インプラン ト補綴治療の成功のために

は良好な適合の上部構造が求められ,口 腔内の状

態を正確に再現する作業用模型の製作が重要 とな

る。印象採得に際しては,ア バ ットメン トレプ リ

カ連結時の変形防止 などを目的に高硬度の印象材

を推奨す る考え方があるが,印 象材の選択に関し

て臨床に即 した条件でその根拠 を明確に示す報告

はみ られない。

【目 的】本研究では,印 象材の硬度の違いが作

業用模型におけるアバ ッ トメン トレプリカの変位

に及ぼす影響 を検討 した。



【材料 と方法】アバ ットメン トレプ リカ2本 と,

それらの外側に基準レプリカを1本 ずつ植立 した

ステンレス製の精密金型を製作 し基準模型とした。

低硬度と高硬度の付加型シリコーンゴム印象材 を

用い,印 象用コーピング間をパターンレジンで連

結 して印象採得 した。模型材 には超硬質石膏を用

いた。

【計測方法】三次元座標測定器による作業用模型

の測定によ り,基 準 レプリカ(R1,R2)か ら基準

平面を算出 し,こ れ らの中点を原点 として座標系

を設定 した。 さらにアバ ッ トメン トレプ リカ(s1,

S2)の 位置を測定 し,基 準模型での測定値 との差

を求め変位量を算出 した。

【結 果】基準模型 に比較 した作業用模型上での

s1,S2の 三次元的変位量(平 均±SD)は,低

硬度 印象材 で51.9±13.9μm,高 硬度 印象材 で

41.7±15.1μmで 印象材間に有意差 はなく,レ プ

リカの変位量は小 さかった。

【考 察】付加型シ リコーンゴム印象材の硬度の

違いによるレプ リカの変位量に有意 な差はなく,

またいずれの印象材であって も作業用模型は口腔

内を正確に再現することが確認 された。 したがっ

て本研究の条件下においては,低 硬度のシリコー

ンゴム印象材 をインプラン ト上部構造の精密印象

採得に使用することが可能 と考 えられた。


